
2015/1/10 

森林生態系の保全 
 

～生物多様性保全と森林環境の再生に向けて～ 

森林の適切な保全と活用シンポジウム 

(株)野生動物保護管理事務所 関西分室 

濱崎伸一郎 



(株)野生動物保護管理事務所の概要  

 創立     1983年（昭和58年） 1月15日  
 設立     1991年（平成3年）  3月15日 
 関西分室設立 1998年（平成10年） 9月 1日  
 職員数    34名（2014年12月現在）  
 所在地  
 本社    東京都町田市  

        （技術職：17名，事務職：3名） 
 関西分室  兵庫県神戸市北区 

        （技術職：13名，事務職：1名） 

 

 野生動物管理コンサルティング 
 野生動物調査 
 野生動物対策の技術開発・支援 
 野生動物管理技術の普及 
 技術者の派遣 



クマ類の全国分布 

クマ類の分布 
↓ 

25年間で1.6倍に拡大 

種の多様性調査哺乳類分布調査報告書 
（環境省，2004）より 



絶滅のおそれのある地域個体群 
−ツキノワグマ− 

種の多様性調査哺乳類分
布調査報告書 
（環境省，2004）より 

下北半島 

東中国地域 

西中国地域 

紀伊半島 

四国山地 

九州地方 

絶滅のおそれのある個体群
↓ 

個体の保護 
個体数の維持・増殖 

も重要 
↓ 

放獣事業の実施 



近隣府県のクマ出没時の対応 
（兵庫県） 

区分 状況 対応 捕獲後の取り扱い

第1区分
●山中での目撃
●一時的な人里への出没

●正確な情報収集・周知
●入山者への注意喚起

第2区分

●被害が発生（精神被害
含む）

●正確な情報収集・周知
●誘引物の除去・囲い込み
●追い払い実施

第3区分

●繰り返し出没し，被害
（精神被害含む）が発生

●正確な情報収集・周知
●学習放獣を前提とした捕獲（ド
ラム缶檻）の実施

●耳標・マイクロチップを装
着
●電波発信器を装着し追跡
●忌避条件付けを行って放獣

第4区分

●学習効果が認められな
い
●人身被害の危険性が高
い

●正確な情報収集・周知
●殺処分（原則ドラム缶檻による
捕獲，危険性が高い場合銃器等を
用いる）

●捕獲個体は標識により捕獲
履歴を確認
●殺処分個体は研究センター
により分析

誤捕獲

●有害鳥獣捕獲または狩
猟におけるワナで誤って
捕獲された場合

●捕獲個体は原則放獣（安全性が
確保できない場合は県が放獣作業
を実施）
●捕獲者に適正な捕獲を指導

●原則安全な同一市町内に放
獣
●標識を装着
●集落・農地周辺の捕獲の場
合は学習放獣を実施
●第4区分個体と判断される
場合は殺処分

●ツキノワグマ出没対応基準 



捕獲から放獣までの流れ 

錯誤捕獲 
有害鳥獣捕獲 
人家侵入等 

市町村 
への通報 

振興局・県 
への通報 

出動要請
（ＷＭＯ） 

現地合流 
振興局 
市町村 
猟友会 
捕獲者 
ＷＭＯ 

 
捕獲処置 
・麻酔による不動化 
・捕獲履歴確認 
・雌雄確認 
・齢クラス確認 
・標識装着（耳標・マ

イクロチップ） 
・外部計測 
・採血等ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 
・抜歯（年齢査定） 
 

放獣地移動 

覚醒後 
忌避条件付け 

放獣 

安楽殺 
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ツキノワグマの捕獲 
-箱罠・ドラム缶檻ｰ 

2014/8/12 
十津川村旭 



ツキノワグマの捕獲 
-ククリワナｰ 



ツキノワグマ捕獲・放獣作業 
-標識装着・確認- 

2014/8/12 
十津川村旭 



ツキノワグマ捕獲・放獣作業 
-外部計測・採血・抜歯- 

2014/8/12 
十津川村旭 



ツキノワグマ捕獲・放獣作業 
-移動・放獣- 

2014/8/12 
十津川村旭 

2014/8/12 
十津川村旭 



ニホンジカの全国分布 

種の多様性調査哺乳類分布調査報告書 
（環境省，2004）より 

シカの分布 
↓ 

25年間で1.7倍に拡大 



哺乳類の分布変化 
−大型哺乳類の分布メッシュ数の変化− 
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奈良県におけるニホンジカの分布 

種の多様性調査哺乳類分布調査報告書 
（環境省，2004）より 



シカによる自然植生への影響が深刻な自然公園など 

知床国立公園
（高山帯）

夕張山地
（富良野芦別道立自然公園）

早池峰国定公園

牡鹿半島・金華山
（南三陸金華山国定公園）

尾瀬国立公園

日光国立公園

赤城山自然公園

秩父多摩甲斐国立公園

丹沢大山国定公園

伊豆半島
（富士箱根伊豆国立公園）

八ヶ岳中信高原国定公園

南アルプス国立公園

氷ノ山山域

大台山系
（吉野熊野国立公園）

剣山国定公園

三本杭
（足摺宇和海国立公園）

祖母傾国定公園

九州中央山地国定公園

霧島屋久国立公園霧島地域

霧島屋久国立公園屋久島地域

生物多様性保全
への大きな影響 



シカの自然植生への影響 

高山・亜高山帯の希少植物群落の退行 



シカの自然植生への影響 

樹皮食い・下層植生の退行 



シカの自然植生への影響 

ブラウジングラインの形成・樹皮食い 



シカの自然植生への影響 

下層植生の退行・土壌の流出 

シカ密度低 

シカ密度高 



シカの自然植生への影響 

森林の衰退・乾燥化・土壌の流出・斜面崩壊 

大台ヶ原正木ヶ原 

大杉谷国有林 

水源環境・国土保全上の問題 



ニホンジカが増える要因 

 生息地の攪乱 
 ◆拡大造林 

 ◆牧草地，農地の拡大 
 

 農林業環境の変化 

 ◆集落周辺への定着  農作物被害  栄養状態向上 
 

 温暖化 
 ◆積雪量の減少  生息地の拡大 

          冬季死亡率の低下         
 ◆豪雪年の消失  大量死の消失 
 

 捕獲圧の低下 
 ◆狩猟者数の減少・高齢化 

 ◆メスジカ捕獲割合の低下 

 

 

 

栄養状態向上→繁殖率上昇 



生物多様性保全と森林環境の改善に向けて 

 人工林の健全化 
 ◆強度間伐による下層植生の回復 

 ◆生育不適地の広葉樹林化 

 ◆伐採跡地の適切な管理・土壌流出の阻止 

 里山の適切な整備 
 ◆里山の利用と手入れ 

 ◆鳥獣と人間生活領域の緩衝帯としての機能 

 シカの適切な管理 
 ◆健全な森林の維持が可能な適正密度の評価 

 ◆順応的管理による適正密度への誘導 

 ◆捕獲従事者の確保と育成（捕獲事業の実施） 

 希少植物群落・動物の保全 
 ◆パッチディフェンス等による希少植物群落の保護         

 ◆絶滅のおそれのある種・地域個体群の保全 
 

 

 

多様な生物を育む森林環境の再生 


